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延 時 薬 に 関 す る 研 究 妨 1覇)

鉛丹一珪素累廷時薬の燃姓戦称について (1)

(q 和 29itI10月 2 r】安 和)

著 聞 でT -

(北大工学好軌 Jl棚 'i)

H EI] iヨ

ー フ 七 つソり百官軌 =班用される紙 三分8-も.

文如 ものを主文倉としてぶり.そC:恨 三収まれ畑
中のl侵業がSllzcaleの生成を行うところのチル7ゥI

広拡(鞍IU;じL支払)である｡このiI拓は荘官｢芹qlJ
と.､われているが.空妄こ串で軒莞己･い一鴇合.3取 J
gスを粟生する｡支質完中41,枚宗,1''t正広(こ影芦するこ
とも考えられる｡従って掬放状態で悠放こせJこJI蛤 と

旬的状態で放牧させ1:船 とで13.触 匹 L松帆抄
吟)が当燃臭ってくる｡攻在その猫定法としてk.鉄

板上の短jI.:延時男Ji月三況して大丸rトで偲競せしめそ
の逸産-'E荘雄 するが Pl,又は延時顎を鼓耕したt
気7=trを建策こせ*1シZ,7チ7:こ1り!半荘.二秒 1-A
の色砂 †を屯腎する方法がある｡玉井は捷榊 .こ

してi寧音義を岩ttさせ火堤正伝鎧上り燐 等申,'(77梅

内をし.鈴せてその方鞘 LTを朗らか.こせんこし/二｡

Jt 脚 及び夷Si生Z

l t王 事l

田W ,-1の鮒 こおいでは.告訴 の】粗度.王立桝 tIt
櫓枕捗時.倍炊温度を支Alする茄頑な内子であるの

で.鈴丹及びf13PtにつI､て鈍生が拓くIL粒BZが小さく
その分布EEqの架いものLL屯プ,いづ11の舞浜.=I,同

･･W もの,'f任用Lt=｡

(rlA JE

RI l舟行 PbP一
冊EZl)脚 二官に Fe.Mg.ALCa,CLl.Sl.A.･L'の
不払輸Jを含tEが.メJVタ#分析FE折 は分光分析の出
elPbのみで姓の不事【軌i訂わらJlfLかつT=｡Ⅹ-ray
分析Jj桝 .三不純杜として丑洋のPt)0が舵 され.i
5'･,たこ象胡良化蟻は思わL,ltlLかつT=｡又化学分析

Lz斤つ,I_桔zTrpJPb'0一% 77.I.PLO･ith'てあっ/こ｡

⑬ 三i主点 Sl

l屯津浦の惑軌i多くの人､こJ:つて示されていろが1)

川1,今回は◆lLtlCkerの方法))で珪宗軌 (SL906,形.Fc

39,-''. Ⅰ̂35タ'',CP,llg.lIrl)上り捕aZLI=biuち

tll=Zf熱 =ついて分光分析を斤つT.fl,繁はAlの紺
が不r晩として嘘 三かf=のみで.化手分析に上(.LI

Sl叩.も～ てあっ,'=｡

()l)t2 度

瓜乃及び弧 J.蛇 分取 王水派.宍JrL式白捌

定置■-/1佐用して渇昏LT=.分牡だ.ニ0.2>'JTG*
y-′水抗議である｡脱 ･-(茄 】E こ′1-(LT_｡
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芳'2m g時繋r=Daする箭究 (AlL:料) 159

kgTrtmさ した技･廷F'I聯 え.二U点火三を非人し

てfEH与状袋とLT=｡
-J石貢…晋を30一瓶 n建hl=広兼で Ⅰ占皿m官違

蜘 こより漁労した｡(犯･･-SOユーJ捗)tLお餅 .i

明叛 で行つ 1=.

F 実 妹

r～t tn tT

発丹 控買,70 30の7E合で妙 師 をつくり,その

芙etTgを任用LTこ歩合02招柳 沢を娘彰した結果が

平井好一である｡(投影道産 34コYJ砂)

牢美甘は程時榊 火の閥 でこのZZ引叩F#近でe･-火王
の鱈境が関的∈わると湾入られるが.内管があるので

指遜出来な,.･.こYLを妨 Zコマ.0mllllSeCOnd(也

下m白と終ナ)とするDとごま飢 2コ†(加 1S)で惚規

Jgが〝クス甘凧 =始めて現Ill=時の牢穴である.⑳(初

3コ†･5恥5).(0(qh コヾ ,88m9).⑧ (飢エコ
†･ 】】8ms こ侵攻甲がiTモ適し,① /抗6コ･L{,)47
Tn与)ではプクス廿先環3,ニ瑚 してP..る｡細 が

あtt:王ここで鐘莞する｡TjLj鮒 は凹凸J,tありP:偉

反応の不鞍 一睡を京している｡I)(筋9ゴ1,235mB)

で･主祭壌J,囁 え点め.㊨ (筋237Iq.06Ssec では

先穎詔.ま消えているIJtB火放射近より徐々.こ再L'退規
を始めている｡この肌 ま次革に痘^:=f_,り(@弟40

コY,I2secl.㊨ (約96っ7,2escc)肘近に至り
丑大とTLり以桂は徐々に茨え'r① (軒2]0コマ,6.2

sec を鐘て澗 する｡

以上の如くこの鮒 は二度緒.二分かh.･大 の々偲攻

砂時 (発光籍棚)は写井より孜掟すわは0.15番こ6.5

府であって枝の伝統がはるか-.長･,Loこのよう(=哲郎

背中のEi丹一脚 の触 ま_つの放映近世,･CT=どる

ことが懲めりれた｡前親を主脚 ,技^r:p後熱既と鑑

別し･それらの光探,imar"如 W,nEtcrglolVと収

に祢うろことにLIこ｡

次に附やを銘々に変えT=柏倉の棚 歓二ついて換
村を加えた,

2英暮夏化'ニよる影等

六:=史牡OlSg.L5Sの均分につ.,て大 L々竹 島時

を帝位したっその技菜を窮t単 二京す｡

FL I 7i

矧 g) rn7 sniF)ow att(esrecKlo､v

O.5 008 5.1

LO 0.15 6a

1.5 028 〉20

焚暮TT･多一､と技だ 隻3:革貯 ま点く.そのglml.三男

丑の少.､租合ここR:敬Ll=明 る.･｡

骨拙 .こ上る鮒 E;青法.こt,シ.'ダウブ

!=上る方法こ比べて侍JEJ,･任I･が.脚 の鰍

をtEe出煮る利点がある.,tL.'3弗適正批夢を行え 三宅

に詳転l;P,演出宗るであろうC

3 血圧.こよる影昏

延時器の位髭がaEterglowl=丑はi彰帯を故-7二｡

約 1-iEにして淵 の包皮を変えf=DJlPち恭Ⅰ函･こ
D-.すよっtJ馳 分布の ｣.H.Cr三斑のft3時 佐用し.

夫々紛Tl-昏讃.70 30の羽合の埴特集JをっくりFt
封とLT=Q(累it,Ipg)括弧ま恭2訣力孟りである.

f'l yJ '/:

SL mUmg】owrSCC) aEtcrgLow(8eC.)
1 016 53

JJ o.27 60

0 038 80

をJZの小さいもの程主伝境及び後捻蚊の少時は短

llo又 aEtq g一owL地 空の大きlもの担明るい｡即
ち扶快 の丑虎 J･か ･こと･-f烹兼していろ｡

< 何せ ′建坪蒸掃え)の影妄

再Yを免入LT_''･-玲合の伽 .ユ功 =のbきもの

である｡(ZL彰盈箕.iSコ7,%.払J)燐触 ilの柵

と同じ)牢瓶 でJ奴 三 二より労火Ll=廷時菜の主伝

枕は内研を細入LT=埠合の如く(写櫛 一歩打つ)一つ
の牧叩 となって進むことなく,⑧.Q.㊨,①のよ

うに政有の触 恥 t粟生している｡蜘 i棚 @.

⑧･ので朗らか■ニ舞毒して･..るが.そのglowは内管

のある堵合.こ雌 して軌 .このJ:ンi=内Uのない壌

合は延時男の主軸 こ縫侵攻の区別がはっきりし1A.

いdこれは正拭モれT:延特発が鮒 しながら使方の空

1;脚 (f'l火ヨ沸立)へEB鯛する故,初体附に盗朱が入
り燃焼がL宅兆されて主触 唱の経方に鰍 噂となつで

現われ 捜舵棟の鮮 二は内管を附し7二均&J:りもk-E=

庶瓜が魂んでいるからである｡

札 との如く軸 の丑肋 '･搭牧 こ及ぼす影等が大き

く,又g.(川上も内管･-E距用してlるCで.右宍故で.･王
育.二円哲を井入するここを鮒 CLT.:｡

S Fe合比.=上る蹄

tZLÊZ一定 こしてZElfEt,'f交え,'=tBe-の放牧捗帝:主
筋3袈のようなものである｡(粗 ,l鴨)

主JS馳iEl丹のか ･もの払 稔規約 が近く,思崇
温度も73'L..50 50の鵜合はaftLLr帥 1､･が帝い｡
閃 】0(繊 度･1の秒針 では提増して船影Bl楽7_.

'･lので･t1度の大きい蓬莱 0を蛙して70 30(蝶
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抑 ユ TI

pb}0.SI Sl malnglcw aEtergl耶
hl合 比 出炭 (B∝･J rSeC,)

50 50 -1 044 2-2

70 3O 1 DZ6 53

90 EO .･l 姓杜
7t)30 0 0.3B hO

90 10 0 0.22 71

0の社告)(jttkL.た｡こft.こより轍 も主班 と

f屯戒.こ給付の卦,･軌 参時は短く乱臣も掛 ､ことが･朗
らかと11つ1二｡

6 彩火方法の帥
I7決まに上らず白金練のふて脚 に甜火させ1=堵

合の鮒 夢時を毘壱LT=.点火三を用いT=埠合と比較

すると恭<糞の如きものである.(故障.三Iの実包と同

一 )

rt 4 沢

点 火 ･; m･'(lAigl)o" aft(eke))ow

村 0 16 6･2

女(白金▲) 0 24 7･9

白金投だけの場合は上映 エネルギーが少ないため主
脚 の拶時はfiくP!漁崇の夢時.ま貴 い ｡
7.水中で放牧させT=紗告

適時累を泣伏し1=石英甘,を水中で悠沃させると主怜

枕のJTで.鯛 鍬土管壁では苛められない8

8添加物の排
べんがらFeまOJ,託出力?K2SO-のような朽≡拭
分の軸 】による脚 を孤浸し1=｡抑 (Pb30.70

sl30)にFcA ,7(zSO一を夫々IDクi外前提加LT=場

合の鈷期は妨5出の如きものである｡(撤 .】Og)

亡Fc】0一は脚細の約三成分としてt($0▲ほ火器の消
抑剤として収〃ほ れてい1こ｡〕

i~l こ j<

iB 加 わ ma(tSne貯 w aft(esref)QW

TE L D17 66

FeA 0.29 53

71',SO. 024 44

FelOJ.K占04を添加し1こ瑚合は.汚力1しな''tものに

比へて主抵牧の桝 が熟 ､が轍 の捗時:土払 ､.又■
K占0.の噂封土maLngloTLr,afterglow犬に折るく

従って芯AEと考えられ その他 ユ付表状缶とな

って圧払して･..るためqクス甘下方に兵事まして aLter

glowZz発生している｡

9.無官体内に15Llる鮒

石英uクス菅の代りE=耕 作,'L位FflL. ICJ突放 こ
托桜.こして延年売Tln沈己._:=｡その路弘 で5:I_･迂

じて杓】2一】･i捗技.牢r痢三了の如く耕 作が寿黙
されて,内包圧力のfこめ光花附近が鼓rL(近t穫約

2,0-2_5番)そ-_三f)柿がFjlrlル 3-Ji秒間 通電綬

5.0-6_5毛き塊 M 如くFhLなって鮒 しているこ
とが3めらttた｡耶 件d一敗411=rq rl,'大きけLヽHFE

出した位は大きくて早く"-lえるT,I.,新 仏Ga-1がIか

香.,･胎 三胤 主t=く牧ti一号'打 .三R･.･｡新 体が.維 さ
れるのは 日 参挟であるか･''田L･/かt=紛 二上るも

のであり,また玖IIF.:I.m ･A,天塩するOL.ユ仕馳 t

進行中空気,ニ2alL赦芸;の供始を受けてLi広JJJt退tllこ

めである｡

¥ ■ iTL 三
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I.tては不均一反応をrTシことを細 づIlている｡(不均

一逆生脚 鵡)まT=u野付士'J.二よれは鮫 の控表は

上ナー;こ行かれ,-JI,0)-.･'_く.括睦化され1二分子が先に
は溢するものであり.これを･毛只伽 と呼んでいる｡

以上の如く穴体.二才5'.て も不均一玩瓜が起ることが習

わらLl.i,にEE件o:仕事に加 ､てさえも民JSが1年-で

lL,.･事から即 諾の如き不卑-I_-粉体の柁 元
反正:=よる地 丸ま岩脈 -llあると考えられるotg

って各州 のZZ瓜二軌 tあり,その1=め脚 を
起すものでJ)る｡丈,=aiJEEf管中絶の方法.二上り故封
を加え,-J予賃である｡

H t7yl.ttムt史脈 .こ比申してメFソ.=脊

火しやすいA:.I,jt中 三の出 たここるここは組 であ

るが.抑 軌 ITV内でfcTして鰍 J.l宍較

glo11という)の二段階があることが明らかと1+･つT=｡

モytヨyrや廿に山 'て主鰍 と虫とLl=℡℡中の
ZenZ鼓せ飯 させる放 てあり,枝t5Bt.王これが率先
串で行わいる.'こめ:ニメタソ蒲火h･ひきJjこす有力Tl･駁

EEとtjるものである｡しかし1二からこのjt糊 に他の

迂当lL蚊分を轟加することに=ウメ ay昏火Ei防止出
井:るものとJaわttる｡

正 笈々的せれ.I''二日ズこJ甥LffF仰 長山田正中
氏.こ好く曲 .し,瓜■T_わ.qFを瓜つT=見な大字平をA
堤,伊I一一･巴買三鼓壁.二だ～こ申し上げる｡王,I_即J℡をた

P,7=克二才大字天田激 三.=琵おする.

文 ■l

(I) 井本1+ 'エ火もZt,9.)2JE. 匂 =4

するLで.上.'L(,玩.ことぺ.'=如く石英甘串で出 を (2)'bde乃On良 ZklzJElectTEdlen 的亡･t00.

行･こと丑J鮒 件.ニおける抑 蹄 から毘賢し 210.(1953)

て.主敗 書により脚 が放 し.そ(,時報 LT= (3) TLld(erII川n衣 S托亡lZn弘 115･112･

晦 dL空気中で暇 のel曲を受けて更.二日しく放 す (I927)

るT二,これ/,･･メ′L,に芯火するものと考えられる.11 (り Lltton也 AnderSDElI EIectTOdlem 的 亡･

).虎を比:=上って他 生が又lLること,水中では 101,丑7･(籾4)

aftc'なtO､'が発生しTLいこと,机三成分の西瓜 =よ (5) 小野.なJl 丈壮大33鉱研典弘 8.89.岬27)

る棚 卸さの変れfLとは.afle,gloyLの発生を肪 (6) 7畑 英=･井川正文 九̀大化研恥 2217･(Ll

止ttl来ることを*妹し.ひいてはメPソ拓火を阻止す 27･)

る可体性を京染している｡ (7) LewIS良､OnElbe CombtJBl10Zl.andEJ'Pl

los)onofGases.piSz(1951)
V 括 蛤

(8) 較IJF不 化学戊Lr:B (佐■*rEl=q)3787(

鈴丹一班茶界の廷時76d成洲 にしてそのn妖状 (9J Ll打hI+ 九州虹Il噂食tt,21,2gi,(哨 28･)
現せ甘洲 LI.:Ze.丸 この脚 の鮒 には主駁 (唱和27年10J)目口エモ火A.各会igぢ或洋犬余AtF昭
と伎損耗 (これ らの光Jを夫々 malnglcrw.aLter 帝29年り125日二才大熊払全色負lこて殺虫)




